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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成24年1月26日(2012.1.26)

【公表番号】特表2011-506155(P2011-506155A)
【公表日】平成23年3月3日(2011.3.3)
【年通号数】公開・登録公報2011-009
【出願番号】特願2010-539717(P2010-539717)
【国際特許分類】
   Ｂ３２Ｂ  15/08     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  15/085    (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  15/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ３２Ｂ  15/08    　　　Ｄ
   Ｂ３２Ｂ  15/08    １０３Ｚ
   Ｂ３２Ｂ  15/14    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年12月2日(2011.12.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ｉ）少なくとも１つの外部金属層と；
　（ｉｉ）１つ以上の機能化ポリマーを含む１つ以上の第１の結合層と；
　（ｉｉｉ）ガラス繊維のファブリックで作られたコア層と、
を順に含む難燃性パネル構造において、
－　前記外部金属層がアルミニウム、ステンレス鋼、銅、鋼、真ちゅうまたはそれらの合
金で作られており、好ましくはアルミニウムで作られており；
－　前記機能化ポリマーが、（ａ）無水物グラフト化ポリマー、（ｂ）１～約３０重量％
のα，β－不飽和Ｃ3－Ｃ8カルボン酸を含み、重量％がエチレン酸コポリマーの合計重量
に基づいているエチレン酸コポリマー、（ｃ）Ｃ4－Ｃ8不飽和無水物、少なくとも２つの
カルボン酸基を有するＣ4－Ｃ8不飽和酸のモノエステル、少なくとも２つのカルボン酸基
を有するＣ4－Ｃ8不飽和酸のジエステルまたはそれらの２つ以上の混合物を含むコモノマ
ーおよびエチレンの共重合単位を含むコポリマー、または（ａ）、（ｂ）および（ｃ）の
２つ以上の混合物からなる群から選択され；
－　前記無水物グラフト化ポリマーがグラフト化ポリエチレン、グラフト化ポリプロピレ
ン、グラフト化エチレン酢酸ビニルコポリマー、グラフト化エチレンアルキル（メタ）ア
クリレートコポリマーまたはそれらの２つ以上の混合物であり；
－　前記エチレン酸コポリマーがエチレンアクリル酸コポリマー、エチレンメタクリル酸
コポリマー、エチレンマレイン酸モノエチルエステルコポリマー、またはその２つ以上の
混合物であり；
－　前記第１の結合層が１０～５００μｍの間の厚みを有し；
－　前記金属層が１００～５００μｍの間の厚みを有する、
難燃性パネル構造。
【請求項２】
－　前記機能化ポリマーが、エチレン酢酸ビニル、エチレンメチル（メタ）アクリレート
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、エチレンエチル（メタ）アクリレート、エチレンブチル（メタ）アクリレート、または
その２つ以上の混合物を含む無水物グラフト化ポリマーであり；かつ
－　前記無水物グラフト化ポリマーが、約０．０１～約３重量％の不飽和ジカルボン酸無
水物でグラフト化され、重量％は前記無水物グラフト化ポリマーの合計重量に基づいてお
り；かつ
－　前記構造が５５超の限定された酸素指数を有する、
請求項１に記載の構造。
【請求項３】
　前記金属層の反対側で前記コア層に隣接して位置づけされ、かつ１つ以上の第２の結合
層によって前記コア層に接着されている付加的な金属層を含み、
－　前記第２の結合層が前記第１の結合層と同じであるかまたは異なっており、前記第２
の結合層がさらに非反応性無機充填材を含み；
－　ガラス繊維ファブリックで作られた前記コア層が２～５ｍｍの間の厚みを有し；かつ
－　前記コア層の前記ガラス繊維ファブリックにはフェノール樹脂が含浸されている、
請求項２に記載の構造。
【請求項４】
　前記コア層と前記第２の結合層の間に１つ以上の付加的な層または１つの付加的外部層
をさらに含み、前記付加的な層が難燃性組成物を含み；前記付加的外部層が前記外部金属
層に隣接し、前記外部層がイオノマー組成物で作られている、請求項３に記載の構造。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　表１は、本発明の試料（Ｅ１）が、７０重量％のＡＴＨ難燃性添加剤を含んでいた比較
用試料（Ｃ１）より高いＬＯＩ値を有していたことを示している。本発明の試料（Ｅ１）
は、極めて厳しいＤＩＮ仕様４１０２分類Ａ２を満たす非常に大量の充填材を含む比較用
試料（Ｃ２）に類似したＬＯＩ値を有していた。
　以下に、本発明の態様を示す。
１．（ｉ）少なくとも１つの外部金属層と；
（ｉｉ）１つ以上の機能化ポリマーを含む１つ以上の結合層と；
（ｉｉｉ）ガラス繊維のファブリックで作られたコア層と、
を順に含む難燃性パネル構造。
２．前記機能化ポリマーが（ａ）無水物機能化ポリマー、（ｂ）エチレン酸コポリマー、
（ｃ）Ｃ4－Ｃ8不飽和無水物、少なくとも２つのカルボン酸基を有するＣ4－Ｃ8不飽和酸
のモノエステル、少なくとも２つのカルボン酸基を有するＣ4－Ｃ8不飽和酸のジエステル
またはそれらの２つ以上の混合物を含むコモノマーおよびエチレンの共重合単位を含むコ
ポリマー、または（ａ）、（ｂ）および（ｃ）の２つ以上の混合物からなる群から選択さ
れる、
上記１に記載の構造。
３．前記機能化ポリマーがグラフト化ポリエチレン、グラフト化ポリプロピレン、グラフ
ト化エチレン酢酸ビニルコポリマー、グラフト化エチレンアルキル（メタ）アクリレート
コポリマーまたはそれらの２つ以上の混合物である、上記１または２に記載の構造。
４．前記無水物グラフト化ポリマーがエチレン酢酸ビニル、エチレンメチル（メタ）アク
リレート、エチレンエチル（メタ）アクリレート、エチレンブチル（メタ）アクリレート
、またはそれらの２つ以上の混合物である、上記２または３に記載の構造。
５．－　前記無水物グラフト化ポリマーが、約０．０１～約３重量％の不飽和ジカルボン
酸無水物でグラフト化され、重量％は前記無水物グラフト化ポリマーの合計重量に基づい
ており；かつ
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－　前記エチレン酸コポリマーがエチレンアクリル酸コポリマー、エチレンメタクリル酸
コポリマー、エチレンマレイン酸モノエチルエステルコポリマー、またはそれらの２つ以
上の混合物である、上記２または４に記載の構造。
６．－　前記エチレン酸コポリマーが約１～約３０重量％のα、β－不飽和Ｃ3－Ｃ8カル
ボン酸を含み、重量％が前記エチレン酸コポリマーの合計重量に基づいており；かつ
－　前記結合層が１０～５００μｍの間の厚みを有する、上記１～５のいずれか１項に記
載の構造。
７．－　前記外部金属層がアルミニウム、ステンレス鋼、銅、鋼、真ちゅうまたはそれら
の合金で作られており、好ましくはアルミニウムで作られており；かつ
－　前記金属層が１００～５００μｍの間の厚みを有する、
上記２に記載の構造。
８．第１の金属層の反対側でガラス繊維のファブリックで作られた前記コア層に隣接して
位置づけされ、かつ１つ以上の結合層によってガラス繊維製の前記ファブリックに接着さ
れている付加的な金属層を含み、
－　前記結合層がさらに非反応性無機充填材を含み；
－　ガラス繊維ファブリックで作られた前記コア層が２～５ｍｍの間の厚みを有し；かつ
－　前記コア層の前記ガラス繊維ファブリックにはフェノール樹脂が含浸されている、
上記１～７のいずれか１項に記載の構造。
９．ガラス繊維ファブリックで作られた前記コア層と前記結合層の間に１つ以上の付加的
な層をさらに含む、上記１～８のいずれか１項に記載の構造。
１０．前記１つ以上の付加的な層が、難燃性組成物で作られている、上記９に記載の構造
。
１１．前記外部金属層に隣接しイオノマー組成物で作られている外部層をさらに含む、上
記２に記載の構造。
１２．前記結合層がグラフト化ポリエチレン、グラフト化ポリプロピレン、グラフト化エ
チレン酢酸ビニルコポリマー、グラフト化エチレンアルキル（メタ）アクリレートコポリ
マー、またはそれらの２つ以上の混合物である、上記１１に記載の構造。
１３．建築用途、自動車または鉄道用途または医療機器のための、上記１～１２のいずれ
か１項で特徴づけされている難燃性パネル構造の使用。
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